
1

＜資料5＞

アリーナプロジェクトの意識醸成活動

（報告事項）
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➢ 今後の予定

令和７年夏 施設建設の説明会を予定

①説明団体：安城市自立支援協議会

とうじしゃグループ

② 参加者数：２２人

③説明事項：アリーナについて

④当日の印象：

• 参加者からは肯定的な意見・雰囲気が

多かった印象。

• ・当事者からは身障者用駐車場の少なさ

や、トイレ、通路幅が十分か、手すりの有

無等のバリアフリーに関する質問、意見が

あったが、概ね現状の設計でもクリアされ

ることが確認された。

➢三河安城交流拠点・アリーナの施設説明会
令和６年８月８日（木）１５時～ 安城市社会福祉会館
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1.市民への情報提供

説明会の実施状況※ぼかし加工



①主催：三河安城交流拠点建設募金団体

②説明内容

※シーホース三河の新体制発表会の第２部として実施
新アリーナ情報についてのご報告

・建設募金団体・新アリーナ概要

・登壇者コメント

・SHM寺部社長

・ライアンヘッドコーチ

・三星市長

➢三河安城交流拠点建設募金団体記者会見
令和６年８月２６日（月）１５時～ グランドティアラ南名古屋

4

1.市民への情報提供

➢ フォトギャラリー

※写真はシーホース三河株式会社から提供されたものを使用



➢ 今後の予定

１２月、１月に継続開催予定

①主催：

シーホース三河株式会社

三河安城交流拠点建設募金団体

（協力：株式会社アイシン、安城市）

②参加者数：１６人

➢アリーナ×まちワークショップ
令和６年１０月５日（土）１５時～ 安城市民会館
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2.市民と連携した取組

※写真・チラシはシーホース三河株式会社から提供されたものを使用



➢アリーナ×まちワークショップ
令和６年１０月５日（土）１５時～ 安城市民会館
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2.市民と連携した取組

※画像はシーホース三河株式会社からから提供されたものを使用



➢みんなのANJOスポーツフェスティバル
令和６年８月４日（日）14:30～17:30 安城市総合運動公園
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3.地域とアリーナをPRする取組

①主催：

株式会社アイシン、安城市

②参加者数：２，０００人

③ アリーナブース来訪者：２５０人

④当日の催し物

▸アイシンのスポーツコンテンツ体験
▸女子バスケ日本代表戦PV

▸アリーナPRブースの設置

・アリーナパネル展示

・「みんなのアリーナ夢」動画上映

・3Dイメージビューアー体験

・アリーナでやりたいこと募集

⑤ アリーナPRブースでの配布物

▸クリアファイル、ステッカー
▸アリーナ概要チラシ
▸アリーナ、SHM塗り絵

アリーナでやりたいこと一例

・みんなと交流

・バスケの試合をたくさん見たい

・ライブをやりたい

・娘と一緒に試合観戦デート

・広場で遊びたい

・選手との交流

・彼女と試合観戦に行きたい

・フットサルもバスケも親子で楽しみたい

・地域企業のマルシェ

・バスケットの聖地になってほしい

(小中高の大会など）

他 全60枚

※写真はシーホース三河株式会社から提供されたものを使用



①主催：シーホース三河

②実施した内容

・配布：アリーナPRチラシ、ノベルティ

・アリーナの夢意見募集

③配布数：８，４００人、意見：１８４人

➢シーホース三河ホームゲームでのアリーナPR
令和６年１０月１２日（土）、１３日（日）

スカイホール豊田
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3.地域とアリーナをPRする取組

※写真はシーホース三河株式会社から提供されたものを使用



➢アリーナプロジェクト動画
三河安城交流拠点建設募金団体記者会見、ホームゲーム会場等で上映
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3.地域とアリーナをPRする取組

※画像はシーホース三河株式会社から提供されたものを使用



➢デンパーク「安城の日」でのアリーナPRと
ホームゲームのパブリックビューイング
令和６年１０月１９日（土）、２０日（日）
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3.地域とアリーナをPRする取組

実施状況写真

①主催：

シーホース三河株式会社

②参加者数：１３８人

③当日の催し物

・アリーナのPRブース

・シーホース三河ホームゲームの パブリックビューイング

※パブリックビューイングの会場写真

※アリーナのPRブース写真



①取組主体：

三河安城交流拠点建設募金団体

シーホース三河株式会社

山崎製パン株式会社

有限会社トラムスコープ

② 取組事項：

• 安城市下水道課の「マンホール広告事

業」を活用し、アリーナのPR・意識醸成を

地元企業とともに共同提出。

• 三河安城交流拠点建設募金団体が音

頭を取り、シーホース三河株式会社、有

限会社トラムスコープ、山崎製パン株式会

社とともに、三河安城駅周辺に「アリーナ

PRマンホール」を４基設置。

➢マンホール広告事業を活用したアリーナの意識醸成
令和６年１２月から３年間
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4.企業と連携した取組

アリーナ

予定地

設置予定

エリア

協賛企業

デザイン

マンホール

デザイン
※画像はシーホース三河株式会社から
提供されたものを使用


